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問題１．以下の次の連立微分方程式が表すベクトル場はどれか，下の図ＡからＤの中から

選べ。ただし，𝑥 = 𝑥(𝑡), 𝑦 = 𝑦(𝑡)とする。
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問題２．次の図Ａから図Ｄのベクトル場を表す微分方程式は，以下の(1)から(4)のどれが

適切か。ただし，𝑥 = 𝑥(𝑡), 𝑦 = 𝑦(𝑡)とする。
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